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Technology-based Excellent SMEs in Miyagi
Asuka Sato, Jun-ichi Watanabe, Toshiya Abe and Masahiro Anazawa
Abstract
　　The purpose of this research is to reveal common points among excellent companies from our interview 
survey that was conducted last fiscal year. We state the current status of the companies in Miyagi prefecture, 
and we tried to collect examples of companies that have survived strong, even in today’s economic situa-
tion. We are trying to predict a convincing future of the SMEs’ industry structure in Miyagi prefecture and it 
deepens common understanding on the regional economy by  industry-academic-government, and wants to en-
courage moderate lateral cooperation each other. Factors of success are business relationships with large 
companies, flexibility, and the technology. And likenesses between excellent SMEs are extensive experience 
in academia-government collaboration,contributions for local community, and they have human resource devel-
opment policies. They reach new customers based on a trust and past record which their deal experiences 
with big corporations, and it increased their customer.



































































































宮城県の 2006年度県内総生産は 8兆 4,685億円（全





造品出荷額等は 3兆 2,166.2億円（全国 27位），小売
























































































 6 http://www.pref.miyagi. jp/keisyosom/html/pdf/
tg090910.pdf
表 2.1　主要指標の比較
面積 人口 農業産出額 製造品出荷額等 小売業年間商品販売額
km2 構成比（%） 万人 構成比（%） 億円 構成比（%） 億円 構成比（%） 億円 構成比（%）
宮城県 7,286 1.9 237 1.9 1,832 2.7 32,166 1.0 2,532 1.9
東北 66,951 17.9 937 11.9 13,461 15.9 189,767 5.6 9,693 7.2
全国 372,910 100.0 12,751 100.0 84,449 100.0 3,388,810 100.0 134,705 100.0
（注）『いまがわかる時代がわかる　日本地図 2010年度版』，『データで見る県勢　2010年度版』を基に筆者作成。



























































































































































































































































































































































































































































































































































































こで，中小企業 i （i=1, 2, ... , n）の状態を次のような
3種類の抽象的な状態変数で単純化して表現すること
にする : 会社の規模 xi（t），会社の技術力 si（t），会社
への需要 yi（t）。
このとき，会社の規模 xi（t）の時間変化を次のよう
な微分方程式でモデル化することにする :
ここで，右辺第 1項は生産を行っていないときの会
社規模の自然減少を表わしている。右辺第 2 項の
f（xi， yi）は会社の生産量（または活動量）を表しており，
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会社規模 xiは生産量に比例して増加すると仮定して
いる。f（xi， yi）としては，例えば，次のような関数を
仮定する :
会社の規模に対して需要が非常に少ない場合（生産
能力が十分な場合）は，fi≈ yiとなり，fiはほぼ需要 yi
に比例し，会社の規模に対して需要が十分多い場合（生
産能力が追いつかない場合）は，fi≈ai， xiとなり fiは
会社の規模（生産能力）xiに比例する状況を表してい
る。
また，会社の技術力 si（t）の時間変化を次のように
仮定する :
右辺第 1項は，時間経過による技術力の減少を表わ
している。右辺第 2項は生産活動による技術力の向上
を表わしており，生産量 f（xi， yi）についてのある関数
で表わされると仮定している。
会社 iへの需要 y（t）については，n社の中小企業群
全体への需要の合計が一定の場合は，次のように仮定
する :
この式では，中小企業群全体への需要 y0（一定）が，
si， xiに比例する重みでそれぞれの企業に分配されて
いると考えている。上の式を一般化して，中小企業群
全体への需要が一定とは限らない状況を表す式とし
て，次式を仮定する :
θ=0の場合は先程の全体の需要が一定の場合に対
応している。θ>0の場合は， の値に応じ
て全体の需要の合計が増加する状況になっている。θ
の値がある程度大きければ，n社の企業は互いに競合
する関係にあるのではなく，取引先の大企業との相互
作用を通じた間接作用により共利的な関係になってい
ることが期待できる。このような状況では，中小企業
間に緩やかな協力関係を導入することにより，中小企
業群全体の の値をより大きくすることが
できれば，各企業の需要 yiも大きくなり，各企業は
協力関係がない場合よりも，より大きく規模を拡大で
きる可能性があると考えられる。上記のような数理モ
デルを使って，今後，中小企業間の緩やかな協力関係
の果たす効果を数理的に検証していきたいと考えてい
る。
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